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たのかと．平成 20 年から J-VER ，クレジット等を環境省
さんと一緒に実証，制度設計をやってきました．各種の先
生方を入れながら２０年に制度設計をし，２１年から実証
で企業さんに買っていただいています．最初に坂本龍一さ
んの団体モア・トゥリーズが我々と提携を結んで，資金提
供してくれまして，下川町はじめ四町協議会を組んでいる
んですけども，森林にお金を入れてくれるということで始
まりました．エコポイント制度で JCB さんなどや日本医薬
機構，プロ野球の試合など３時間を越えた部分，ＣＯ２排
出分を四町協議会を含めた中でオフセットするもので，札
幌ビールさんは生ビールを売った分を下川町の森林に還元
をすると．こちらは連携協定を結んでいます．横浜市戸塚
区，ここが運動会など行事をやるときに出るＣＯ２をオフ
セットプレスします．このような形でどんどん，企業や都
市の皆さんと交流を含めたオフセットプレスをやっていま
す．実証をやった２１年から２３年の３カ年で約１億３千
万の資金を提供していただいております．いろいろな企業
さん達と交流を深めているところであります．一方で森林
を整備しても住宅までは，サプライズチェーンを自分たち
が育てた木材で，自分たちの地域に家を建てるという仕組
みは全くありませんで，クラスターの研究会の中で，やは
り地域で採れたものをやはり地域で家が建てられるような
仕組みにしようと，地元の工務店で家が建てられるように
しようという取り組みをさまざま進めてきて，地域材を活
用すると共に省エネの住宅，そしてゼロカーボンの住宅を，
これは環境省の補助をいただいて，ゼロカーボン・エコハ
ウスというモデルハウスを建てました．これを建てること
によって，見ていただくショールームができたと．泊まる
こともできます．温泉のゲストハウスとしても使っていま
す．こういったものが出来たことによって，様々な地域材
の売れ行きも良くなってきました．こういった技術は地元
に工務店等，持ったものがおりますので，地元で家を建て
るときに地中熱のヒートポンプを入れたり，壁の厚さは３
００ミリのウッドファイバー，木質の断熱材を使っていま
す．こういった技術がどんどん公共施設にも普及しており
ます．また，住まい造りの支援としてリフォームにも支援
をしています．１００万円を超えるような気密断熱を加え
るような場合，いくら支援しますと，年間３０件くらいの
リフォームが進められています．２０００万円くらいの補
助金の他に，総事業費として１億５千万くらいが，地域の
中でリフォームすることによって回るということでござい
ます．環境モデル都市，環境未来都市，環境モデル都市は
低酸素社会を築こうという国の思惑のなかで高い目標を掲
げて，野心的な政策をしていくという，うちの地域は２０
５０年までに森林整備を進めながらＣＯ２の吸収量を４.
５倍，ＣＯ２の削減を６６％地域で削減しますという高い
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目標を掲げて指定を受けました．最初は北海道では帯広と
６都市が受けて，そのほかに１３都市．政権が変わって，
環境保全都市は自民党政権下だったのですが，民主党政権
から環境未来都市となって低炭素だけでなく，高齢化や地
域の産業を強くする，そしてモデル的なものを作りながら
海外にも輸出展開するという施策です．この指定を２３年
に受けたところであります．下川は環境未来都市として，
まず森林資源，これを相互産業化するということを掲げて
います．相互産業化する中で，エネルギーも木質バイオマ
スを活用しながら完全自給してしまおうと，森林資源を活
用しながら豊かな生活を享受しようと．先ほど，当時平成
１０年，１２年くらいにクラスター研究会で掲げたグラン
ドデザインをさらにブラッシュアップして環境未来都市を
目指そうと言う戦略で進んできております．木材の森林相
互産業化ですが，町有林を含めた私有林，広大な面積を持
つ国有林，ここと共同施業することによって地域の中に財
が落ちてくるような仕組みを作りながら，生産拡大，そし
て効率化を図っている．利用材としてだいたい５０％出る
のですが，そのほか無駄なもの５０％出ますので，最後木
質バイオマスエネルギーで熱・電気等を作り出していくと
いうような計画であります．時代は FIT 固定価格買い取り
制度ができていますし，非常に追い風なところでございま
す．もうひとつ先ほどのビデオで最初に出てきたコミュニ
ティを再生していこうと言うことで，限界集落をモデルに
パイロット事業を展開しています．町の中から１０キロほ
ど離れた１３０人くらいの地域ですが，ここをエネルギー
自給させることによって地域作りをしていこうと．地域資
源を使った産業作りもしながら過疎を再興させようと，さ
らに地域は人ですので，人を都市から導入しようというこ
とで新しい人材を入れながら地域作りを進めています．こ
ちら木質バイオマスボイラーから出る，熱・電気，電気は
太陽光のパネルを付けていますが，今現在６個，お店，食
堂も工事中です．こういったパイロット事業もやって限界
集落で一つのモデルを作って，これを下川の中心部へも波
及させていきたいなと思っています．連携協定を行ってい
る北海道大学さんで，資源のポテンシャル，食料やエネル
ギーの資源，それから肥料は，うちの町のポテンシャルは
非常に高いということです．うちの町のエネルギーの需要
ですが，強い産業がないので家庭で消費されるエネルギー
が非常に多く半分くらいです，灯油も多くこれらを自給す
ることが出来れば，地域の産業も伸びるではないかという
ことで，産業連関表を用いて，地域のお金の動きを追って
みております．そうすると儲かるのは農業と林業しかなく
て，後は赤字で年間５２億円くらい，エネルギーで１２億
円くらい外に出っぱなしですよと．これをいかに域内で循
環させるかということをテーマに施策に反映させています，
域内で年間２１５億くらいの総生産です．いかに域内に回
すかということを電気，燃料，熱，こういった部分をやっ
ていこうと．熱だけですが，年間１６００万から２７００
万くらい公共施設を木質に変えることによって，コスト削
減できていますので，こういったものを住民に見える形で
還元したいという施策も起こしております．だいたい電力
で５.２億円，熱で７.５億円，これをいかに域内に循環さ
せるかという仕組みを拡大していけるかというのが最大の
テーマです．そうすることによってリスク回避ですとか，
域内循環がまとまったりしていけるのではないかと思いま
す．お正月でしたか，北大の先生が北海道のエネルギーを
再生可能エネルギー直接ではこのくらい，間接ではこのく
らい，合計ではこのくらい，効果があらわれるのではない
かということで，うちの地域をさらに拡大していけば，さ
らにこうゆう効果が出来るのではないかということが新聞
に出ていました．こういうことをやって小さい地域ではあ
りますが，地域資源を活用しながら地域の自立に向かって
いけるのではないかと考えながら進めています．非常に小
さい町の取り組みだと最初にお話しましたが，我々地域が
自立できることになると，これは北海道の自立にもつなが
るのではないかと．今全国に自治体，市町村は１７１１あ
ります．そのうち町村というのが，９３０くらいあります．
５３％ということで，その地域が地域独自のエネルギー資
源を活用し，地域活性化をしていくと本来の日本の自立に
繋がっていくのではないかと願いつつ，小さい地域でこう
いった活動をしているところであります．私のお話はこれ
で終わらしていただきます．ありがとうございます． 
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